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目的 

 マガキ養殖業は三重県の重要な水産業であるが，養殖

用種苗（種ガキ）は，殻付きカキとして養殖するのに適

している宮城県産が大部分を占めている。しかしながら，

平成 23 年 3 月に発生した東北地方太平洋沖地震により，

種苗の生産地である宮城県の漁業が壊滅的な被害を受け

たことから，種苗の確保が困難になることが予想され，

今後の本県のマガキ養殖業の存続が危惧された。このた

め，本事業ではマガキ種苗を確保するための技術として，

人工種苗生産技術を開発するとともに，県内の漁場にお

いて試験養殖を行うために種苗の大量生産に取り組んだ。

なお，本事業のうち適切な人工授精方法の検討において

は，近畿大学農学部の協力を得て実施した。 

 

方法 

１．人工授精方法の検討 

 マガキの人工種苗生産を適切に実施するための受精条

件として，卵の成熟促進に係るアンモニア処理，媒精時

の精子と卵の比率，媒精時間について検討した。 

1)卵のアンモニア処理が受精率に及ぼす影響 

マガキ卵巣から切開法にて得た卵 2.0 万粒を，0～

3.0mM 濃度のアンモニア海水 2ml 中で 30 分間または 60

分間処理した後，精巣から得た精子 2μl を添加した。精

子の添加から 30 分後に洗卵し（＝媒精時間は 30 分間），

受精率（卵割率）を測定した。 

2)媒精時の精子と卵の量比の検討 

 媒精時におけるマガキの卵/精子の量を 0.5 万粒/0.5μl

～8.0 万粒/8.0μl とし，0.75mM のアンモニア海水 2ml

中で 30 分間処理した後に洗卵し，受精率を測定した。ま

た，媒精時の適切な精子密度を検討するため，0.75mM

のアンモニア海水 2ml 中に卵 2.0 万粒を収容し，精子を

0.03125～2.0μl の濃度で媒精し，30 分間処理した後の受

精率を測定した。 

3)媒精時間が受精率に及ぼす影響 

 0.75mM のアンモニア海水 2mL 中に卵 2.0 万粒を収容

し，精子を 2.0μl の濃度で媒精し，15 秒，1 分，3 分，5

分，10 分，30 分，60 分後に洗卵し，受精率を測定した。 

 

２．浮遊幼生の付着器へ付着の確認試験 

マガキの人工種苗生産においては，浮遊幼生が着底す

る際に，ホタテの貝殻でできた付着器（コレクター）に

付着させる必要がある。本種の浮遊幼生を効率的にコレ

クターに付着させるには，使用するコレクターを予めマ

ガキ（成貝）を収容した水槽内に垂下しておく「前処理」

の有効性（付着誘因効果）が明らかにされており，実用

的な技術として提示されている（平田ら，1998）。そこ

で本試験では，浮遊幼生を付着させるのに有効とされる，

コレクターの前処理の効果を確認した。試験区として，

マガキ 3 年貝（殻高 13～14cm）80 個体を収容した 2 ト

ン水槽内に，ホタテ貝殻を①1 週間，②1 日のみ垂下，③

海水のみの水槽に 1 週間垂下，④無処理（室内放置）の

4 区を設けた。殻長 260～350μm の浮遊幼生を収容（個

体数：5 個体／ml）した 100L 円形パンライト水槽に 4

区のホタテ貝殻を投入し，24 時間後にそれらを取り上げ，

貝殻外側に付着した付着数（個体／cm2
）を計数した（n

=5）。 

 

３．大量種苗生産試験 

上述した人工授精方法および浮遊幼生の付着技術を用

いて，マガキの大量種苗生産を行った。種苗生産業務は

(財)三重県水産振興事業団に委託して実施した。三重県

栽培漁業センター敷地内にマガキの大量種苗生産に用い

る水槽（容量 2 トン）を 10 基整備し，人工生産した浮遊

幼生の飼育を行った。また幼生が付着可能なサイズまで

成長した時点で，水槽内に前処理したコレクターを投入

し，付着をはかった。付着した稚貝については，殻高が

1～2mm に成長するまで飼育し，その後，適宜計数する

とともに，本県鳥羽市および志摩市のマガキ養殖漁業者

に試験養殖用種苗として配布した。 

 

結果および考察 

１．人工授精方法の検討 

1)卵のアンモニア処理が受精率に及ぼす影響 

本試験で設定したアンモニア濃度および処理時間の各

区の受精率は，80～94％で試験区間に有意差はなかった。

すなわち，マガキではアンモニア処理をしない通常の海

水を用いた場合でも高い受精率を示し，アンモニアによ

る卵の成熟促進の効果は認められなかった。ただし，卵

をアンモニア処理することによって，未成熟卵であるこ

とを示す卵核胞のみられる卵の割合は低下することが明




